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令和５年８月 25日（金） 

岐阜清流高等特別支援学校 

保健安全部 

９/１（金）は『防災の日』（８/30（水）～９/５（火）は『防災週間』）です。 

今からちょうど 100年前の 1923年（大正 12年）９月１日に「関東大震災」が発生しました。 

この大震災を風化させないために制定されたのが、防災の日（防災週間）です。 

下表のとおり、近年の大震災と比べても、その被害規模と社会経済的なインパクトは極めて大き

かったことが分かります。 

私たちが暮らす日本は、世界でも「自然災害が多い国」として有名です。 

「自然災害」・・・地震・台風・豪雨・河川の氾濫・津波・土砂崩れ・落雷など 

例えば、地震でいうと日本の国土の広さは全世界のたった 0.28％しかないのに、全世界で起こっ

たマグニチュード６以上の地震の約 20％が日本で発生しています。近年では、震度４以上の地震が

毎年 40回以上も発生しています。 

自然災害大国の日本で暮らすからこそ、日ごろから災害に対する備えは行っておきたいも

のです。年に一度の防災の日（防災週間）を機に、日ごろの防災対策を見直し、防災・減災

の知識や意識をさらに高めましょう！ 

地震発生時の安全行動３原則 

１．「姿勢を低くする」 

２．「頭や体を守る」 

３．「揺れが収まるまで待つ」 


